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び



椿に続く自信作の『黒松』

木によって道具を使い分けます。
国風盆栽展入選作品 『玉

たまのうら
之浦』という非常に珍しい品種の椿を、１００年以上前に中国から渡ったとされ

る鉢『白
しろこう
交趾

ち
太
たい こ
鼓胴
どう
』に飾りました。

　

２
月
10
日
か
ら
13
日
の
４
日

間
、
東
京
都
美
術
館
で
開
か
れ
た

『
第
89
回
国
風
盆
栽
展
（
日
本
盆

栽
協
会
主
催
）
』
で
、
木
村
昭
さ

ん
（
駒
ヶ
野
）
が
所
蔵
す
る
椿
の

盆
栽
が
見
事
入
選
に
輝
き
ま
し

た
。
木
村
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
に

も
１
度
入
選
を
受
賞
さ
れ
て
お

り
、
今
回
で
２
度
目
の
入
選
と
な

り
ま
す
。

　
木
村
さ
ん
の
盆
栽
は
、
特
別
出

展
さ
れ
た
宮
内
庁
や
日
本
盆
栽
協

会
長
な
ど
が
所
蔵
す
る
盆
栽
の
横

に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。「
特
別
出

展
品
の
引
き
立
て
役
を
担
い
、
会

場
内
で
最
も
目
を
引
く
そ
の
場
所

に
展
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

出
展
者
に
と
っ
て
憧
れ
で
あ
り
名

誉
な
こ
と
で
す
」と
木
村
さ
ん
は

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

国
風
盆
栽
展
と
は
…

　
国
内
で
最
も
レ
ベ
ル
と
格
調
の

高
い
盆
栽
展
と
し
て
、
海
外
で
も

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
国
風
盆
栽
展
は
、
昭

和
９
年
３
月
に
東

京
府
美
術
館
（
現

在
の
東
京
都
美
術

館
）
で
開
か
れ
ま

し
た
。
主
催
し
た

の
は
、
の
ち
に
貴

族
院
議
長
と
な
る

松
平
頼
寿
伯
爵
を
初
代
会
長
に

迎
え
て
設
立
さ
れ
た『
国
風
盆
栽

会
』。

　
昭
和
40
年
か
ら
は
『
日
本
盆
栽

協
会
』
が
同
展
を
主
催
し
、
日
本

最
古
の
歴
史
を
有
す
る
国
風
盆
栽

展
の
伝
統
を
守
っ
て
い
ま
す
。

椿“
玉た

ま
の
う
ら

之
浦
”に
想
い
を
託
す

　

木
村
さ
ん
の
所
蔵
す
る
椿
は

『
玉た

ま
の
う
ら

之
浦
』
と
呼
ば
れ
る
非
常

に
珍
し
い
品
種
で
、
長
崎
県
五
島

市
玉
之
浦
町
が
生
ん
だ
銘
花
。
赤

い
花
の
周
囲
に
白
の
覆
輪
を
ま

と
っ
た
花
姿
を
し
て
い
ま
す
。

　
木
村
さ
ん
は
、
35
年
前
に
根
を

取
り
、
接
ぎ
木
を
し
て
大
切
に
育

て
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
１
０
０

年
以
上
前
に
中
国
か
ら
渡
っ
た
と

さ
れ
る
鉢
『
白し

ろ
こ
う交
趾ち

太た
い
こ鼓
胴ど

う

』
に

飾
り
ま
し
た
。

　

出
展
者
の
多
く
は
、
盆
栽
の

手
入
れ
を
業
者
に
任
せ
て
い
ま

す
が
、
木
村
さ
ん
は
自
ら
の
手

で
心
を
込
め
て
手
入
れ
を
し
て

き
ま
し
た
。

史
上
初
！
椿
で
の
入
選
に
輝
く

　
審
査
員
10
人
に
よ
る
厳
正
な
審

査
に
合
格
し
た
盆
栽
の
み
が
展
示

を
許
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
全
国

各
地
か
ら
質
の
高
い
盆
栽
３
０
０

点
以
上
が
出
展
さ
れ
、
中
に
は

数
千
万
円
も
す
る
盆
栽
も
あ
り

ま
し
た
。

　
五
葉
松
な
ど
の
松
が
多
く
出
展

さ
れ
る
な
か
、
審
査
当
日
に
花
が

見
頃
を
迎
え
る
よ
う
に
手
掛
け
た

木
村
さ
ん
の
椿
が
審
査
員
の
目
に

留
ま
り
、
80
年
以
上
続
く
同
展

で
、
初
め
て
椿
で
の
入
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

盆
栽
に
か
け
る
熱
き
情
熱

　
「
盆
栽
と
は
何
か
」
と
尋
ね
る

と
「
ど
ん
な
名
木
で
も
日
々
姿
を

変
え
、
そ
の
状
態
で
留
め
て
お
く

こ
と
は
不
可
能
。
そ
の
時
々
の
美

し
さ
を
い
か
に
引
き
出
せ
る
か
、

つ
ま
り
盆
栽
と
は
プ
ロ
セ
ス
ア
ー

ト
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
て
話
を

し
て
く
れ
た
木
村
さ
ん
。

　
今
回
出
展
し
た
椿
以
外
に
も
、

黒
松
や
ブ
ナ
な
ど
順
調
に
育
つ
盆

栽
が
あ
り
、「
今
後
も
入
選
で
き

る
よ
う
手
入
れ
を
し
て
い
き
た

い
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

写真：自宅の庭にて

特 
集

盆
栽
と
と
も
に
歩
む
人
生

木
き む ら

村 昭
あきら

さん（駒ヶ野）74歳
　45年前、何気なく見ていたテレビに映った盆栽の美しさに
衝撃を受け、それ以来、盆栽の世界にのめり込む。
　教員を退職後は、全国各地の名木を巡って目を養い、本格
的に盆栽に取り組んできました。
　最も大切なことは日々の『水やり』と言い切る木村さん。
木の気持ちを考え、水を欲するタイミングを見極められるか
が肝心だといいます。

国
風
盆
栽
展
で
入
選

〜
努
力
が
実
を
結
ん
だ
瞬
間
〜
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度会スクールインフォメーション
町教育委員会事務局  ☎62-2422
度会小学校  ☎62-0004
度会中学校  ☎62-0194

問
合
先

　ソフトボール女子日本代表で投手を務める山根佐由里さん（田口出身・トヨタ自
動車所属）が、２月１７日、三重県スポーツ特別功労賞を受賞されました。
　表彰式は鈴鹿市のロワレ２１鈴鹿で行われ、鈴木英敬知事から県競技スポーツ
の推進に貢献し、県民に夢と感動を届けていただい
たとして、山根さんに表彰状が贈られました。
　また、県体育協会から第１４回世界女子ソフトボー
ル選手権大会で優勝に貢献したとして、同日、特別優
秀選手賞も贈られました。
　おめでとうございました。

　3月20日、度会小学校4年生66人が
宮リバー度会パーク下の河原で、アマゴ
の稚魚や成魚合せて約1,000匹を放流
しました。
　この取り組みは、生き物への愛情や自
然環境に関心を持ってもらおうと町商工
会が企画し、平成12年度から実施され
ています。

　児童らは、自分たちで卵をふ化させ大切に育ててきた稚魚と、あめごの里から
提供していただいた成魚に「大きくなってね!」と声を掛けながら川へ放しました。

宮川で大きく育ってね！
度会小４年生がアマゴを放流

3/20

県スポーツ特別功労賞を受賞！山根佐由里さん2/17

　第４０回町民剣道大会が、３月１日、度会中学校体育館で
開催されました。

3/１
一之瀬Ａチームが団体戦優勝！
町民剣道大会

３月１８日　度会小学校卒業式６年生８２人が卒業

度会小学校

大きく羽ばたけ！！～卒業生、新しい地へ～

皆さん、ぜひご利用ください。

これらの事業には、国の『がんばる地域交付金事業』を活用しています。

【構造】木造平屋建て（36.46㎡）
【設備】男子（大便器２基、小便器５基）
　　　  女子（大便器４基）
　　　  多目的（大便器１基、ベビーシート・チェア各１式）
【事業費】27,243千円

度会小学校 屋外トイレを整備しました

【事業費】3,830千円
スポーツや文化活動などに幅広くご利用ください。

町民体育館 照明をＬＥＤに改修しました

おめでとう
ございました！

小学生（団体戦）
優　勝　一之瀬Ａチーム
準優勝　中川チーム
第３位　度会スポ混成チーム
第３位　小川郷チーム

小学生低学年の部（個人戦）
優　勝　奥山　萌衣（中　川）
準優勝　長谷川アクア（一之瀬）
第３位　井上まなみ（小川郷）
第３位　長谷川純己（一之瀬）

小学生高学年男子の部（個人戦）
優　勝　福岡　靖人（一之瀬）
準優勝　奥山　翔多（中　川）
第３位　田邉　晴希（中　川）
第３位　浦井　想弥（小川郷）

小学生高学年女子の部（個人戦）
優　勝　西村　莉子（一之瀬）
準優勝　井上あかね（小川郷）
第３位　岡村　明音（内城田）
第３位　久保田夏姫（小川郷）

中学生男子の部（個人戦）
優　勝　井上　秀
準優勝　西村　翔瑛
第３位　久保田祐胡

中学生女子の部（個人戦）
優　勝　長谷川優稀
準優勝　中井　彩絢
第３位　辻本　凜

（敬称略）大会結果

３月７日　度会中学校卒業式

３年生１００人が卒業

度会中学校

　宮リバー度会パークの河津桜が春の訪れを告げる３月、度会小・中学校で卒業式
が挙行され、小学校６年生８２人と中学校３年生１００人が、学校での思い出を胸に卒業しました。卒業
生の凛々しい姿や、友人や教職員らと共に涙する様子は、下級生にも熱く伝わってきました。新しい地に
おいても、大きく羽ばたかれることを願っています。
　４月になり、新１年生の入学を心待ちにするなか、度会小・中学校では新しい１年が間もなく始まろう
としています。子どもたちの新スタートに、応援のお声掛けをぜひお願いします。
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第１回度会町議会定例会

町
長
所
信
表
明

　
町
長
と
し
て
の
任
期
が
残
す
と

こ
ろ
３
カ
月
余
り
と
な
り
、
住
民

の
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
ま
も
な
く

私
自
身
の
決
断
の
時
期
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
町
議
会
議
員
の
経
験
は
あ

る
も
の
の
行
政
経
験
は
な
い
こ
と

か
ら
、
民
間
か
ら
の
町
長
と
し
て

平
成
19
年
に
就
任
以
来
、
皆
さ
ま

の
ご
指
導
や
ご
協
力
の
も
と
、
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
々
の
要
望
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
に
応
え
る
べ

く
、
執
行
部
職
員
と
と
も
に
、
ま

た
、
あ
わ
せ
て
町
議
会
議
員
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、
良
好

な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
山
積

す
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、
微

力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
就
任
当

初
か
ら
町
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近

隣
市
町
の
首
長
と
の
情
報
交
換
な

ど
、
交
友
信
頼
関
係
の
構
築
に
努

め
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
直
接
ご

意
見
を
伺
う
た
め
に
実
施
し
た

『
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』
で
得
た
貴

重
な
ご
意
見
な
ど
を
町
政
に
反
映

し
、
町
の
課
題
の
研
究
、
分
析
、

解
決
方
法
の
模
索
に
取
り
組
み
、

ま
だ
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一
歩
一
歩
着
実
に
実
行
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
、
最
低
限
度

の
課
題
は
解
決
で
き
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
国
が
創
設
し
た
臨
時
交
付
金
制

度
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
、
町
が
計
画

し
た
諸
施
策
実
行
の
時
期
と
重
な

り
、
う
ま
い
具
合
に
林
道
舗
装
改

良
や
誘
客
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ

宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
の
再
整

備
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
づ

く
り
推
進
と
し
て
の
度
会
小
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
が
完
成
い
た

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
度
会
中
学
校
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
も
間
も
な
く
整
備
が
完
成

し
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
利
用
し

や
す
い
施
設
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
に
今
ま
で
以
上
に
利
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
町
単
独
の
事
業
の
中
で
は
、
農

地
の
荒
廃
地
化
防
止
の
た
め
取
り

組
ん
で
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
施

策
も
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、

小
さ
い
な
が
ら
実
を
結
ぼ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
と
な
り
ま
し
て
は
、
県
の
補

助
金
も
あ
る
小
中
学
生
の
福
祉
医

療
費
無
料
化
に
も
、
町
議
会
議
員

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
も
い
た
だ

き
、
い
ち
早
く
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
で
は
あ
り
ま

す
が
、
町
の
豊
か
な
自
然
を
利
用

し
、
開
発
と
保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を

重
視
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す

風
力
発
電
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
平
成
29
年
の
運
転
開
始
を
目

指
す
建
設
工
事
に
着
手
さ
れ
、
企

業
に
よ
る
地
域
貢
献
も
関
係
地
域

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
広
が
り
を
見

せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
脆
弱
な
財
政
基
盤
の
度
会
町
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
歩
一
歩
着
実

に
歩
ん
で
い
ま
す
。

　
私
に
託
さ
れ
ま
し
た
期
間
は
あ

と
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
う
さ
ぎ

の
気
概
と
亀
の
心
境
で
、
身
の
丈

相
応
の
町
づ
く
り
の
理
念
に
基
づ

き
、
安
全
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い

町
の
実
現
を
目
指
し
て
、
な
お
一

層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平
成
27
年
度
　
当
初
予
算

（
骨
格
予
算
）

●
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
，

５
４
１
，
０
０
５
千
円
と
し
ま
し

た
。

■
主
な
内
容
■

総
務
関
係

・�

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備

・�

第
６
次
度
会
町
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
策
定

・
国
勢
調
査

民
生
関
係

・�
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
助
成

衛
生
関
係

・
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業

土
木
関
係

・
町
道
総
点
検
業
務

消
防
関
係

・
広
域
消
防
負
担
金

教
育
関
係

・�

度
会
小
中
学
校
校
舎
窓
ガ
ラ
ス

飛
散
防
止
対
策

・�

度
会
小
学
校
体
育
館
天
井
落
下

防
止
対
策

・�

給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
配
管

改
修

●
特
別
会
計

◎�

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

９
９
７
，７
３
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎�

平
成
27
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
，１

４
８
，３
５
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎�

平
成
27
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
５

６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎�

平
成
27
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
８
３
１
，

５
２
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎�

平
成
27
年
度
郡
指
導
主
事
共
同

設
置
事
業
特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

２
０
，６
７
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎�

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
７
６
，９
７
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎�

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

　
８
５
，０
８
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，９
３
５
，９
５
２
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎�

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
８
５
，４
０
７
千
円
を
追
加
し
、歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

９
９
９
，４
５
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎�

平
成
26
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

２
，０
７
７
千
円
を
追
加
し
、歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

８
２
４
，２
３
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎�

平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

１
，６
０
９
千
円
を
追
加
し
、歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
６
９
，８
１
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
委
員
会
の
委
員
等
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条

例
に
つ
い
て

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
、
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
関
連
す
る
当
該
条
例
の
一

部
を
改
正
等
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
多
様
化
す
る
業
務
や
住
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
柔

軟
か
つ
機
動
的
な
行
政
組
織
と
し

て
、「
税
務
住
民
課
」
を
「
税
務

課
」
と
「
住
民
課
」
へ
分
割
し
ま

し
た
。

◎�

度
会
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
、
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
関
連
す
る
当
該
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
地
方
税
法
」
で
定
め
る
特
例

措
置
の
課
税
標
準
の
軽
減
の
程
度

を
、
地
方
団
体
が
条
例
で
決
定
で

き
る
よ
う
に
す
る
「
地
域
決
定
型

地
方
税
制
特
例
措
置
（
わ
が
ま
ち

特
例
）
」
が
、
平
成
26
年
度
地
方

税
法
の
改
正
で
償
却
資
産
で
あ
る

機
械
や
設
備
を
対
象
と
し
て
示
さ

れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
所
要
の
整

備
を
行
う
た
め
、
関
連
す
る
当
該

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
手
数
料
徴
収
条
例
及
び

度
会
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
の一
部
を
改

正
す
る
法
律
」が
、平
成
27
年
５
月

29
日
か
ら
施
行
さ
れ
、法
律
名
が

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」

に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、関

連
す
る
当
該
条
例
の一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
国
民
健
康
保
険
保
険
給

付
費
等
支
払
資
金
運
用
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
近
年
の
医
療
費
の
増
嵩
と
保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
の
拡
充
に

対
処
し
、
円
滑
か
つ
効
果
的
な
保

険
給
付
事
業
を
行
う
べ
く
、
関
連

す
る
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

◎�

度
会
町
み
え
森
と
緑
の
県
民

税
市
町
交
付
金
基
金
条
例
に

つ
い
て

　
「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
市
町

交
付
金
」
を
さ
ら
に
有
効
的
か
つ

適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
基
金
を

設
置
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
条
例
に
つ
い
て

　
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

が
、
平
成
25
年
６
月
28
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
「
度
会
町

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
が
制
定

さ
れ
、
い
じ
め
防
止
等
に
関
す
る

機
関
お
よ
び
団
体
の
連
携
が
図
れ

る
よ
う
、
同
法
第
14
条
第
１
項
に

基
づ
き
「
度
会
町
い
じ
め
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
す
る
た

め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

◎�

度
会
町
い
じ
め
対
策
審
議
会
条

例
に
つ
い
て

　
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

が
、
平
成
25
年
６
月
28
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
「
度
会
町

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
が
制
定

さ
れ
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る

者
、
学
識
経
験
者
等
の
参
画
を
得

て
、
い
じ
め
防
止
の
対
策
を
実
行

的
に
行
う
よ
う
、
同
法
第
14
条
第

３
項
に
基
づ
く
付
属
機
関
と
し
て

「
度
会
町
い
じ
め
対
策
審
議
会
」

を
設
置
す
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
い
じ
め
調
査
委
員
会
条

例
に
つ
い
て

　
「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

が
、
平
成
25
年
６
月
28
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
「
度
会
町

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
が
制
定

さ
れ
、
重
大
事
態
の
対
処
、
ま
た

は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態

の
発
生
の
防
止
を
目
的
に
、
同
法

第
30
条
第
２
項
に
基
づ
き
「
度
会

町
い
じ
め
調
査
委
員
会
」
を
設
置

す
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
保
育
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
児
童
福
祉
法
」
の
一
部
改
正

お
よ
び
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
」
が
平
成
27
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
連
す

る
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

◎�

度
会
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
第
６
期
度
会
町
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
策
定
お
よ
び
「
介
護

保
険
法
施
行
令
」
の
改
正
等
に
伴

い
、
関
連
す
る
当
該
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
「
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
が
、
平

成
27
年
１
月
16
日
に
公
布
さ
れ
、

「
国
の
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
」
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
委
任
さ
れ

　平成27年第１回度会町議会定例会が、
３月５日から13日の９日間で開催され、
平成27年度当初予算案や平成26年度補正
予算案、条例改正案などについて審議し、
原案どおり可決されました。

平成27年 第1回
度会町議会定例会を開催

所信を述べる町長
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（単位：千円）

（単位：千円）

目的別歳出内訳
区　分 予算額 構成比（％) 対前年度比（％）

議 会 費 73,099 2.1 △ 0.7
総 務 費 466,527 13.2 0.9
民 生 費 992,120 28.0 △ 1.9
衛 生 費 657,079 18.6 55.2
農林水産業費 159,038 4.5 9.4
商 工 費 24,465 0.7 △ 47.9
土 木 費 236,683 6.7 △ 28.6
消 防 費 217,239 6.1 0.2
教 育 費 410,168 11.6 24.9
災 害 復 旧 費 0 0.0 △ 100.0
公 債 費 286,430 8.1 0.7
諸 支 出 金 8,157 0.2 32.5
予 備 費 10,000 0.3 0.0
合 　 計 3,541,005 100.0 6.0

平成27年度 一般会計当初予算歳入歳出内訳表

区　　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）
町 　 税 692,202 19.5 1.3
分担金及び負担金 59,664 1.7 2.4
使用料及び手数料 25,275 0.7 △ 0.7
財 産 収 入 6,683 0.2 △ 0.0
寄 附 金 5,001 0.1 　 -
繰 入 金 542,003 15.3 33.3
繰 越 金 30,294 0.9 0.8
諸 収 入 62,635 1.8 11.9
〈 自 主 財 源 計 〉 1,423,757 40.2 12.5
地 方 譲 与 税 33,700 1.0 △ 7.9
利 子 割 交 付 金 2,000 0.1 △ 25.9
配 当 割 交 付 金 4,200 0.1 27.3
株 式 等 譲 渡 所
得 割 交 付 金 2,300 0.1 283.3

地方消費税交付金 92,300 2.6 35.7
自動車取得税交付金 8,400 0.2 27.3
地方特例交付金 2,370 0.1 △ 30.3
地 方 交 付 税 1,380,000 39.0 △ 1.4
交 通 安 全 対
策 特 別 交 付 金 800 0.0 △ 11.1

国 庫 支 出 金 228,563 6.5 4.2
県 支 出 金 190,615 5.4 1.6
町 　 債 172,000 4.9 18.7
〈 依 存 財 源 計 〉 2,117,248 59.8 2.1

合　計 3,541,005 100.0 6.0

歳入内訳

（単位：千円）性質別歳出内訳
区　分 予算額 構成比（％) 対前年度比（％）

人 件 費 677,378 19.1 △ 2.9
扶 助 費 353,624 10.0 0.3
公 債 費 286,430 8.1 0.7
＜義務的経費計＞ 1,317,432 37.2 △ 1.3
普通建設事業費 263,052 7.4 △ 19.7
( 補 助 事 業 費 ） 146,305 4.1 4.7
( 単 独 事 業 費 ） 116,747 3.3 △ 37.9
(県営事業負担金） 0 0.0 0.0
( 受 託 事 業 費 ） 0 0.0 0.0
災害復旧事業費 0 0.0 0.0
(補助事業費・災害） 0 0.0 0.0
(単独事業費・災害） 0 0.0 0.0
＜投資的経費計＞ 263,052 7.4 △ 19.7
物 件 費 726,777 20.5 0.5
維 持 補 修 費 33,095 0.9 13.9
補 助 費 等 442,489 12.5 3.4
積 立 金 5,157 0.1 63.3
投資・出資・貸付金 3,000 0.1 0.0
繰 出 金 740,003 20.9 53.8
予 備 費 10,000 0.3 0.0
＜その他の経費計＞ 1,960,521 55.4 16.9
合 　 計 3,541,005 100.0 6.0

（単位：千円）平成27年度 会計別当初予算
区　　　分 本年度 前年度 比　較 伸び率（％）

一 般 会 計 3,541,005 3,340,081 200,924 6.0
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 997,731 900,632 97,099 10.8
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1,148,355 755,827 392,528 51.9
住宅新築資金等貸付事業特別会計 556 555 1 0.2
介 護 保 険 特 別 会 計 831,524 799,122 32,402 4.1
郡指導主事共同設置事業特別会計 20,678 20,227 451 2.2
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 176,973 167,988 8,985 5.3

合　　　計 6,716,822 5,984,432 732,390 12.2

て
い
る
関
連
す
る
当
該
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�
度
会
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」
が
、
平

成
27
年
１
月
16
日
に
公
布
さ
れ
、

「
国
の
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
」
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
委

任
さ
れ
て
い
る
関
連
す
る
当
該
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
健
康
診
査
等
の
手
当
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
町
の
乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
臨

床
心
理
士
に
心
理
判
定
士
と
し
て

発
達
相
談
支
援
を
依
頼
し
て
い
る

が
、
近
隣
で
有
資
格
者
を
確
保
す

る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
た

め
、
近
隣
市
町
の
状
況
も
勘
案

し
、
関
連
す
る
当
該
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
包
括
的
支
援
事
業
の
実

施
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
に
つ
い
て

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
第
３
次
一
括
法
）」

の
施
行
に
伴
う
「
介
護
保
険
法
」

の
改
正
に
よ
り
、
従
来
、
厚
生
労

働
省
等
で
定
め
て
い
た
包
括
的
支

援
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
基
準
に
つ
い
て
、
新
た
に
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

◎�
度
会
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
第
３
次
一
括
法
）」

の
施
行
に
伴
う
「
介
護
保
険
法
」

の
改
正
に
よ
り
、
従
来
、
厚
生
労

働
省
等
で
定
め
て
い
た
指
定
介
護

予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
お
よ

び
運
営
な
ら
び
に
指
定
介
護
予
防

支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
に
つ
い
て
、
新
た
に
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

◎�

伊
勢
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
変
更
に
つ
い
て

　
伊
勢
市
と
の
間
に
お
い
て
締
結

し
た
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」

の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
、
議
会

の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

◎�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員
に
竹
内
喜
文
さ

ん
（
立
岡
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
員
提
出
議
案

◎�

度
会
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
期
度
会
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
町
長
か
ら
「
課
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
等
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
関
連
す
る
条
文
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
「
度
会
町
議

会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
が
平
成
25
年
９

月
20
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
常
任
委
員
会
の
定
数
を

改
正
す
べ
く
、
同
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

■
一
般
質
問

○
町
長
の
三
選
に
つ
い
て

○�

住
民
生
活
に
お
け
る
交
通
の
足

に
つ
い
て

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

○�

旧
一
之
瀬
小
学
校
の
利
用
活
用

に
つ
い
て

○
道
の
駅
構
想
に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○
介
護
保
険
に
つ
い
て

○�

国
の
示
す
地
方
創
生
策
も
勘
案

し
な
が
ら
、
進
む
べ
き
度
会
町

の
将
来
を
ど
こ
に
導
こ
う
と
す

る
の
か
！

第１回度会町議会定例会

岡村広彦議員濱岡裕之議員

福井秀治議員登喜三雄議員

山延男議員
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学校名
転　出 転　入

職　名 氏　名 着任校 職　名 氏　名 前任校

度　会
小学校

校　長 玉丸　宏二 南島西小 校　長 後藤　武彦 志摩市立志島小
教　諭 西嶋　亮太 七保小 教　諭 南　　早織 津市立高茶屋小
教　諭 二見　哲生 県教育委員会 教　諭 桑田　　清 大紀小

度　会
中学校

教　諭 大橋　　潔 大紀中 教　諭 越賀　弘幸 南島中
教　諭 大塚まゆみ 大宮中 教　諭 乾　　香奈 いなべ市立北勢中
教　諭 上野　雄司 三重大学附属中 教　諭 田村　直紀 三重大学附属中
教　諭 上村　結喜 退職　※３月３１日付

●町立小中学校教職員の人事異動 4月1日付けで、次のとおり人事異動を行いました。

異 動 お よ び 昇 格
	 【（　　）は前任】4月1日付けで、次のとおり人事異動を行いました。

課 長・課 長 補 佐 級
福祉保健課長 （教育委員会事務局長） 中西 　力
生活環境課長 （税務住民課長） 山下 弘文
会計管理者兼出納室長（総務課防災担当課長） 中川美知彦
議会事務局長 （生活環境課長） 中西 　章
税務課長 （福祉保健課長） 中井 　均
産業振興課長 （総務課課長補佐） 山下 喜市

住民課長 （教育委員会事務局長補佐
兼学校教育係長） 岡谷 吉浩

教育委員会事務局長 （産業振興課課長補佐） 作野 和幸

税務課課長補佐兼
住民税係長

（税務住民課課長補佐
兼住民税係長） 森井 　裕

福祉保健課課長補佐兼
包括支援センター係長

（福祉保健課包括支援
センター係長） 岡田 美和

係  長  級
税務課資産税係長 （税務住民課戸籍住民係長） 西 田  健
総務課財政係長 （税務住民課資産税係長）迫本 　晃
住民課年金保険係長 （税務住民課年金保険係長）岡村 卓明
福祉保健課保健係長 （福祉保健課主任保健師）山下 弓子
出納室出納係長 （生活環境課主査） 藤田 真弓
総務課行政係長 （総務課主査） 井口 由子

教育委員会事務局
学校教育係長 （福祉保健課主査） 福谷 千鶴

住民課戸籍住民係長 （税務住民課主査） 丸尾 早苗

主 査・主 事 級
生活環境課主査 （税務住民課主査） 山下 真樹
福祉保健課主査 （建設課主査） 中野　 咲
住民課主査 （出納室主査） 西村 美紀
産業振興課主事 （総務課主事） 鳥羽 純矢
産業振興課主事 （建設課主事） 倉田 晃旗
税務課主事 （税務住民課主事） 安田 恭輔

税務課主事 （三重地方税管理回収
機構派遣） 田米 　巧

税務課主事 （福祉保健課主事） 奥野 真史
住民課主事 （税務住民課主事） 藤本 萌映
住民課主事 （産業振興課主事） 中村 朱里
総務課主事 （税務住民課主事） 田畑　 涼
総務課主事 （新規採用） 奥 　健太
建設課主事 （新規採用） 縄手 智洋
福祉保健課主事 （新規採用） 中井 玲奈

管 理 栄 養 士

福祉保健課
管理栄養士 （新規採用） 喜田 愛美

保  育  士
棚橋保育所保育士（新規採用） 南 　杏奈

調  理  員
棚橋保育所調理員（度会中学校用務員） 田畑 圭子
度会中学校用務員（棚橋保育所調理員） 山本世志子

退　　　　　　職
（議会事務局長） 西村　　肇
（総務課付課長） 長谷川晃一

（産業振興課長）　　　 八木　一夫
（福祉保健課保健係長） 黒井真理子

（会計管理者兼出納室長） 岡村　哲也
（棚橋保育所調理員）　　 福井真喜子

●町職員の人事異動 【（　　）は前任】3月31日付けで、次の方々が退職しました。

平 成 2 7 年 度   職 員 の 人 事 異 動

『
度
会
郡
オ
ー
プ
ン
講
座（
玉
城
教
室
）』

参
加
者
を
募
集
！

【
広
告
掲
載
募
集
年
度
】

　
平
成
28
年
度

【
広
告
の
規
格
・
掲
載
料
】

　
１
枠
（
縦
30
㍉
×
横
80
㍉
）

　
５
０
，０
０
０
円
／
年

※�

12
カ
月
（
ペ
ー
ジ
）
同
位
置
へ

の
掲
載

【
募
集
枠
】

　
３
枠

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※�

募
集
枠
に
満
た
な
い
場
合
は
、

１
カ
月
単
位
の
掲
載
も
可
（
掲

載
料
１
枠
５
，０
０
０
円
／
月
）

【
申
込
・
問
合
先
】

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

１
１
１
２

【
補
助
対
象
設
備
】

　

�

個
人
（
農
業
生
産
法
人
な
ど
を

含
む
）
ま
た
は
共
同
に
よ
り
、

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
に
、
新
た
に
購
入
し

施
工
し
た
電
気
柵
資
材

【
補
助
対
象
面
積
】

・
個
人
購
入　
３
ア
ー
ル
以
上

・
共
同
購
入　
20
ア
ー
ル
以
上

【
補
助
金
額
】

　

�

事
業
費
３
０
，
０
０
０
円
以
上

の
電
気
柵
資
材
購
入
費
の
30
％

以
内

※�

個
人
購
入
の
場
合
は
３
万
円
、

共
同
購
入
の
場
合
は
６
万
円
が

補
助
金
の
上
限
額
と
な
り
ま

す
。

【
申
請
期
間
】

　

�

平
成
27
年
４
月
１
日
（
水
）
～

平
成
28
年
１
月
７
日
（
木
）

※�

現
地
確
認
を
行
う
た
め
、
施
工

後
は
で
き
る
だ
け
早
く
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】

　
役
場
産
業
振
興
課

　
☎
６
２

−

２
４
１
６

　
近
年
、
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
シ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
深
刻
化
し
、
経
済
的
損
失
ば
か
り

で
な
く
、
生
産
者
の
精
神
面
へ
の
影
響
や
耕
作
放
棄
地
の
発
生
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
獣
害
防
護
対
策
の
一
環
と
し
て
、
電
気
柵
資
材
を
購
入
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

度
会
町
カ
レ
ン
ダ
ー  『
度
会
町
カ
レ
ン
ダ
ー
』有
料
広
告
を
募
集
！

農
家
の
皆
さ
ん
へ   

電
気
柵
資
材
購
入
補
助
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、『
度
会
町
カ
レ
ン
ダ
ー
』の
有
料
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
密
着
し
親
し
ま
れ
て
い
る『
度
会
町
カ
レ
ン

ダ
ー
』を
、会
社
や
お
店
の
宣
伝
に
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
開
講
講
座
】

①
弓
道
教
室

②
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

③
ギ
タ
ー
教
室

④
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

⑤
ち
ぎ
り
絵
教
室

⑥
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

【
開
講
期
間
】

　

�

平
成
27
年
５
月
～
平
成
28
年

３
月

【
参
加
対
象
者
】

　

�

度
会
郡
内
に
在
住
・
在
勤
す

る
18
歳
以
上
の
方

【
申
込
期
限
】

　
４
月
17
日
（
金
）

※�

各
講
座
の
募
集
案
内
は
、
町

教
育
委
員
会
事
務
局
お
よ
び

町
中
央
公
民
館
の
窓
口
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】

　

�

度
会
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会

（
玉
城
町
教
育
委
員
会
事
務

局
内
）

　
☎
５
８

−

８
２
１
２

初心者向けの講座ですので、

お気軽にご参加ください。

　広報紙『広報わたらい』・『町ホームページ』の
有料広告も募集しています。
【申込・問合先】役場総務課　☎62-1111

広告募集期限
9月30日（水）

度会町カレンダー有料広告掲載位置
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営業時間 11：00～14：00（LO 13：45）／16：30～22：00（LO 21：00）11：00～14：00（LO 13：45）／16：30～22：00（LO 21：00）定休 水曜日水曜日

30％ＯＦＦ30％ＯＦＦ
お持ち帰りお持ち帰り
お電話くださいお電話ください

明和店  ☎55-2829本　店  ☎62-2929本　店  ☎62-2929 明和店  ☎55-2829
期間は 

がんばれるまで　　！！

2,000円～コース料理

BBQの季節
お持ち帰りできます！
BBQの季節

お持ち帰りできます！

【広告】 【広告】

　主力商品「アサヒスーパードライ」の売上金の
一部をご寄附いただきました。
　ありがとうございました。

ご寄附ありがとうございました

アサヒビール株式会社 様
１００，０００円

ラブリーが優勝！家庭婦人バレーボール大会
　町バレーボール連盟主催
の『度会町家庭婦人バレー
ボール大会（男女混成）』が、
３月１日、小川郷体育館で開
催されました。
　１３回目の開催となったこ
の日、４チームが参加し熱戦
を繰り広げました。

大会結果
優　勝	ラブリー
準優勝	マミーズ

第３位	 ソフトリー
第４位	 リバース

【
開
催
日
時
】

　
４
月
17
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　
伊
勢
市
消
防
署
度
会
出
張
所

【
集
合
時
間
お
よ
び
場
所
】

　

�

午
前
10
時
25
分
ま
で
に
町
役
場

前
駐
車
場
に
集
合

【
内
容
】

　

�

度
会
出
張
所
お
よ
び
消
防
車
・

救
急
車
な
ど
の
見
学
ほ
か

【
対
象
】

　

�

保
育
所
未
入
所
児
と

　
そ
の
保
護
者

【
定
員
】

　
親
子
20
組
（
先
着
順
）

【
申
込
期
間
】

　
４
月
６
日（
月
）～
15
日
（
水
）

【
申
込・問
合
先
】

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３

−

０
０
７
０

【
開
催
日
時
】

　
５
月
７
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】

　
山
崎
み
つ
よ
氏

【
内
容
】

　

�

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
作
り

【
対
象
】

　
子
育
て
中
の
方

【
定
員
】

　
15
人
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り

【
参
加
費
】

　
５
０
０
円

【
持
ち
物
】

　
�

花
切
り
は
さ
み

　
（
お
持
ち
の
方
）

【
申
込
期
間
】

　
４
月
20
日（
月
）～
24
日
（
金
）

【
申
込・問
合
先
】

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３

−

０
０
７
０

【
開
催
日
時
】

　
５
月
21
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

【
開
催
場
所
】

　

�

県
伊
勢
庁
舎
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト

室
【
内
容
】

　

�

専
門
医
に
よ
る
個
人
面
接
相
談

（
要
予
約
）

※�

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

【
予
約・問
合
先
】

　
伊
勢
保
健
所
地
域
保
健
課

　
☎
２
７

−

５
１
４
８

【
開
催
日
時
】

　
４
月
19
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
３
時

【
開
催
場
所
】

　
陸
上
自
衛
隊
久
居
駐
屯
地

【
内
容
】

　

�

観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
、
ら
っ

ぱ
演
奏
、
装
備
品
展
示
、
戦
車

体
験
試
乗
な
ど

【
問
合
先
】

　

��

陸
上
自
衛
隊
久
居
駐
屯
地
広
報
室

　
☎
０
５
９

−

２
５
５

−

３
１
３
３

【
開
催
日
時
】

　
４
月
25
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午

【
開
催
場
所
】

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

【
内
容
】

　
生
ご
み
を
利
用
し
た
肥
料
作
り

【
持
ち
物
】

　

�

ふ
た
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱

（
縦
、
横
、
高
さ
の
合
計
が
70

㎝
以
内
）
、
エ
プ
ロ
ン

【
定
員
】

　
30
人
（
先
着
順
）

※
１
家
族
に
つ
き
１
人
ま
で

【
申
込
受
付
】

　
４
月
10
日
（
金
）
～

【
申
込・問
合
先
】

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
３
８

−

２
８
０
０

【
開
講
日
程
】

①
５
月
９
日
（
土
）

　
教
室
名

　
ブ
ロ
ー
チ
作
り

②
５
月
16
日
（
土
）

　
教
室
名

　

�

牛
乳
パ
ッ
ク
で
椅
子
作
り

③
５
月
24
日
（
日
）

　
教
室
名

　
鍋
つ
か
み
作
り

【
開
講
時
間
】

　
午
前
10
時
～
正
午

【
定
員
】

　
各
教
室
15
人
（
先
着
順
）

【
材
料
費
】

　
各
教
室
２
０
０
円

【
申
込
方
法
お
よ
び
期
限
】

　

�

電
話
に
て
各
教
室
開
講
日
の
１

カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
付

【
申
込・問
合
先
】

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
３
８

−

２
８
０
０

【
開
催
日
時
】

　
６
月
～
11
月

①
コ
ー
ス　
第
１
・
３
木
曜
日

②
コ
ー
ス　
第
２
・
４
水
曜
日

　
共
に
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
開
催
場
所
】

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

【
対
象
者
】

　

�

町
内
に
在
住
・
在
勤
し
て
い
る
方

【
参
加
費
】

　
１
，２
０
０
円

【
持
ち
物
】

　

�

裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン

【
定
員
】

　
各
コ
ー
ス
10
人

※
初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
申
込
方
法
】

　

�

往
復
は
が
き
に
希
望
す
る
コ
ー

ス
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
お
送
り
く
だ
さ

い
。

【
申
込
期
限
】

　
５
月
７
日
（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

【
申
込・問
合
先
】

　
〒
５
１
５

−

０
５
０
５

　
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

　
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
３
８

−

２
８
０
０

乙
種
第
４
類
・
丙
種
試
験

【
試
験
日
】

　
６
月
７
日
（
日
）

【
試
験
会
場
】

　
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

【
申
込
期
間
】

　
４
月
９
日（
木
）～
20
日
（
月
）

※�

電
子
申
請
の
場
合
は
、４
月
６

日（
月
）午
前
９
時
～
17
日（
金
）

午
後
５
時

【
願
書
提
出
先
】

　

�（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
三
重
県
支
部

※�

願
書
は
伊
勢
市
消
防
本
部
、
各

分
署
・
出
張
所
で
取
得
で
き
ま

す
。

予
備
講
習
会

【
開
催
日
時
】

　
５
月
22
日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
開
催
場
所
】

　
い
せ
ト
ピ
ア

【
申
込
期
間
】

　
４
月
６
日（
月
）～
30
日
（
木
）

【
申
込
先
】

　

�（
一
社
）三
重
県
危
険
物
安
全
協
会

※�

申
込
書
は
伊
勢
市
消
防
本
部
、

各
分
署
・
出
張
所
で
取
得
で
き

ま
す
。

【
試
験・予
備
講
習
会
問
合
先
】

　
伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
２
５

−

１
２
６
３

【
参
加
資
格
】

　

�

伊
勢
市
・
度
会
郡
在
住
の
80
歳

以
上
の
方
で
、
20
本
以
上
の
歯

を
有
す
る
方

※
治
療
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
実
施
期
間
】

　
５
月
８
日
（
金
）
ま
で

【
参
加
方
法
】

　

�

健
康
保
険
証
な
ど
年
齢
が
確
認

で
き
る
も
の
を
持
参
の
上
、
当

会
会
員
の
歯
科
医
院
で
審
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
審
査
料
は
無
料
で
す
。

【
問
合
先
】

　

�（
一
社
）伊
勢
地
区
歯
科
医
師
会

事
務
所

　
☎
２
４

−

１
９
０
４

　
『
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
』
は
、

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
は
な
く
、
文
化

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地

域
活
動
中
の
事
故
に
よ
る
傷
害
や

第
三
者
に
与
え
た
損
害
を
補
償

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
活
動
で
き

る
こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

【
加
入
対
象
】

　

�

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
５
人

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

【
保
険
期
間
】

　

�

毎
年
４
月
１
日
（
加
入
日
の
翌

日
）
～
翌
年
３
月
31
日

※�

申
込
書
は
、
町
教
育
委
員
会
事

務
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
問
合
先
】

　

�（
公
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

　
三
重
県
支
部

　
☎
０
５
９

−

３
７
２

−

８
１
０
０

『
お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

講
座
』を
開
催

『
よ
い
歯
で
い
き
い
き
コ
ン
ク
ー

ル
』参
加
者
を
募
集
中

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

『
陸
上
自
衛
隊
久
居
駐
屯
地
開

設
63
周
年
記
念
行
事
』を
開
催

『
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
講
習
会
』

参
加
者
を
募
集

『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』を
開
催

子
育
て
支
援
教
室『
消
防
署
に

見
学
に
行
こ
う
』を
開
催

『
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
』

参
加
者
を
募
集

『
平
成
27
年
度
前
期
危
険
物
取

扱
者
試
験
』を
開
催

『
も
っ
た
い
な
い
教
室
』参
加
者

を
募
集

15 広報わたらい（2015年4月号） 広報わたらい（2015年4月号） 14



地域交流センター図書室は、どなたでもご利用いただけます
貸出日時　�毎週土曜日午前 11 時～午後５時
開館時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時
休  館  日　日曜・祝日
問  合  先　町地域交流センター　☎ 63-0070

「４６１個の弁当は、親父と息子の男の約束。」

　父から息子への愛情を、
いつも弁当が運んでくれ
た。二日酔いの朝も、早
出の朝も…毎朝、父が高
校生の息子に作った弁当
461食！
　無骨だけれど愛情が
たっぷり！涙と笑いのお弁
当エッセイ。

　秘伝の調味料や特製おかずのレシピなど
（渡辺家の）弁当作りの極意も満載です！

渡辺俊美／著　マガジンハウス

BOOK 図書室だより
おすすめの本をご紹介！

（注１）平日夜間の小児科診療については、内科医師による診療となります。　（注２）小児科診療は、中学校３年生までが対象です。

平成27年４月からの伊勢市休日・夜間応急診療所（小児科）診療日程表

 診療時間　　　  　診療日 第1・第3日曜日 第2・第4・第5日曜日 祝日および年末年始 平　日

昼　間
午前10時～正午

○ 休 診
（小児科のみ） ○

午後1時～5時

夜　間 午後7時30分
～10時 ○ ○ ○ ○（注1）

伊勢市休日・夜間応急診療所からのお知らせ

小児科診療の休診について
　伊勢市休日・夜間応急診療所（八日市場町 13-1）は、地域の医師等のご協力によって運営していますが、
小児科医の減少などから、現在の診療体制を維持することが困難となりました。
　そのため、平成 27 年４月から第２・第４・第５日曜日の昼間（午前 10 時～正午、午後１時～５時）の
小児科診療を休診します。

『水質チェックボランティア』を募集！

　宮川流域ルネッサンス協議会では、注連指川の水質チェック
にご協力いただけるボランティアスタッフを募集しています。

【依頼内容】
　５月から翌年２月まで毎月１回、
注連指川の水を採取して簡単な
調査キットを用いた水質チェック
などを行っていただきます。
※�詳しくは、宮川流域ルネッサンス協

議会ホームページ（http://www.miyarune.jp/）をご覧ください。
【調査場所】 注連指川 菩薩橋下
【募集人員】 １人
※友人との連名、事業所や学校単位での応募も可能です。

【申込方法】 電話、ファクス、メール
【申込期限】 ４月30日（木）
【申込・問合先】 宮川流域ルネッサンス協議会事務局
　　　　　　　 ☎27-5411

【
開
催
期
間
】

　

�

４
月
25
日
（
土
）
～

　
５
月
24
日
（
日
）

【
開
催
場
所
】

　
伊
勢
志
摩
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

　
朝
熊
山
頂
展
望
台

【
内
容
】

　

�

ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
餅
ま
き
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
多
数

【
通
行
料
金
】

　

�「
朝
熊
山
春
ま
つ
り
に
行
き
ま

す
」
の
合
言
葉
で
通
行
料
が
半

額
に
！

・
軽
・
普
通
自
動
車

　
６
３
０
円

・
自
動
二
輪
車

　
４
４
０
円

※�

１
２
５
㏄
以
下
の
自
動
二
輪
車

は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】

　
三
重
県
観
光
開
発
株
式
会
社

　
☎
０
５
９

−

２
２
６

−
６
７
５
２

【
開
催
日
時
】

　
５
月
７
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

【
集
合
時
間
お
よ
び
場
所
】

　

�

午
後
１
時
15
分
ま
で
に
津
地
方

検
察
庁
に
集
合

【
内
容
】

　

�

裁
判
員
裁
判
法
廷
、
検
察
庁
の

取
調
室
な
ど
の
見
学
ほ
か

【
定
員
】

　

�

30
人

　
（
先
着
順
、事
前
申
込
制
）

※
参
加
料
は
無
料
で
す
。

【
申
込
期
間
】

　

�

４
月
９
日
（
木
）～
30
日
（
木
）

【
申
込・問
合
先
】

　
津
地
方
検
察
庁
検
察
広
報
官

　
☎
０
５
９

−

２
２
８

−

４
１
６
５

　
開
発
途
上
国
で
現
地
の
方
々
と

同
じ
生
活
を
し
な
が
ら
、
共
に
働

き
、
国
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　

�

４
月
１
日
（
水
）
～

　
５
月
11
日
（
月
）

体
験
談
＆
説
明
会

【
開
催
日
時
】

　
４
月
11
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～

【
開
催
場
所
】

　
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

【
問
合
先
】

　

�（
公
社
）青
年
海
外
協
力
協
会

中
部
支
部

　
☎
０
５
２

−

４
５
９

−

７
２
２
９

『
第
３
回
朝
熊
山
春
ま
つ
り
』

を
開
催

『
裁
判
所
・
検
察
庁
の
共
同
見

学
会
』を
開
催

『
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』を

募
集

雨
戸
打
つ
夜よ

わ半
の
風
雨
や
春
の
雷ら

い

	
棚
橋
　
　
大
西
　
靖
子

山や
ま
す
そ裾
に
出で

そ
ろ揃
っ
て
を
り
蕗ふ

き

の
薹と

う

	

当
津
　
　
尾
嵜
　
　
勝

春し
ゅ
ん
し
ゅ
う

愁
や
手
に
し
て
重
き
花は

な

鋏
ば
さ
み

	

大
野
木
　
串
田
　
冬
扇

癒い
へえ
切
ら
ぬ
手
で
じ
ゃ
が
薯い

も
を
植
ゑ
に
け
り

	

立
花
　
　
桜
田
　
昌
三

春
疾は

や

て風
子
に
気き

づ

か遣
は
れ
旅
に
出い

づ

	

麻
加
江
　
辻
本
久
美
子

揚あ
げ

雲ひ
ば
り雀

次
に
落
つ
る
は
ど
の
辺あ

た

り

	

葛
原
　
　
中
井
　
和
子

鮫さ
め
か
わ皮

の
や
う
な
踵き

び
す

や
春
寒
し

	

大
野
木
　
西
村
　
　
永

靴
と
靴
叩た

た

き
て
落
と
す
春
の
土

	

立
岡
　
　
牧
　
　
明
子

平
成
二
十
七
年
三
月
十
九
日

茶
の
実
句
会
抄

広
報
文
芸
西
野
た
け
し
指
導

三重労働局 『働き方改革推進本部』の設置について

　労働者の心身の健康確保、仕事と生活の調和、女性の活躍推進などの観点から、企業において所定外労働
時間の削減や年次有給休暇の取得促進など、長時間労働をはじめとする雇用管理を見直す『働き方改革』を
進めていくことが求められていま
す。
　そこで、三重労働局では、１月８
日、『働き方改革推進本部』を設置
しました。
　これにより、所定外労働の削減や
年次有給休暇の取得促進をはじめ
とした『働き方の見直し』に向けて、
労使団体への協力要請、企業トップ
への働きかけなどに取り組むことと
しました。 図１ 年間総実労働時間の推移（全労働者）  図１ 年間総実労働時間の推移（全労働者）
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図２ 雇用形態別年間総実労働時間の推移      図２ 雇用形態別年間総実労働時間の推移 
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三重県

詳細は、三重労働局ホームページをご覧ください。
http://mie-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/news_topics/houdou/2014/270114.html

【問合先】三重労働局労働基準部監督課
　　　　　☎059‐226‐2106

【問合先】役場福祉保健課　☎62-1112　　伊勢市休日・夜間応急診療所　☎25-8795

小児科休診時
に具合が悪く
なったら…

三重県救急医療情報センター	 ☎28-１１９９
今、診療してもらえる医療機関をご案内します。（24時間対応）

みえ子ども医療ダイヤル	 # ８０００ 
お子さんの急な病気などについて相談できる、医療関係の専門相談員による
電話相談窓口です。　受付時間：午後7時30分～翌朝8時
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暮らしガイド
Life Guide

■度会町役場
　開庁時間 午前8時30分～午後5時15分 �
　※昼の休憩時間は2班交代制での執務
　※各課直通電話をご利用ください。
　●総務課………………（代）62-1111
　・行政係  ・財政係  ・防災係
　●政策調整室………………62-2423
　●住民課
　・戸籍住民係………………62-2411
　・年金保険係……………62-2412
　●税務課
　・住民税係………………62-2414
　・資産税係………………62-2414
　●福祉保健課
　・福祉係…………………62-2413
　・支援係
　　（地域包括支援センター）………62-1118
　・保健係（保健センター）………62-1112
　●生活環境課………………62-2415
　●建設課……………………62-2420
　●産業振興課
　・農林係…………………62-2416
　・振興係…………………62-2416
　●出納室……………………62-2410
　●議会事務局………………62-1113
　●教育委員会事務局
　・学校教育係……………62-2422
　・社会教育係……………62-2422
　●夜間・休日宿日直室… …62-1114
　●防災行政無線確認ダイヤル
　　　　　　　63-0001　63-0002
■保育所
　●棚橋保育所………………62-0074
　●長原保育所………………64-0022
　●中之郷保育所……………62-0070
■地域交流センター………63-0070
■社会福祉協議会…………62-1117
■わたらい緑清苑…………62-2200
■美化センター……………62-0249
■中央公民館………………62-1588
■度会小学校………………62-0004
■度会中学校………………62-0194
■バザールわたらい………63-0333

人口と世帯数
平成27年2月28日現在
(　) 内は前月比

男……… 4,181 人 　( ＋ 5)
女……… 4,441 人 　( ＋ 2)
計……… 8,622 人 　( ＋ 7)
世帯数… 2,945 世帯 ( ＋ 4)

町
の
う
ご
き

���出生…………  7 人
��死亡…………11人
転入…………16人
�転出………… 5人

保健情報保健情報
問
合
先
役場福祉保健課 
☎62-1112
役場福祉保健課
☎62-1112

子育て
支援情報
子育て
支援情報

町地域交流センター    ☎63-0070
または役場福祉保健課 ☎62-1112

問
合
先
町地域交流センター    ☎63-0070
または役場福祉保健課 ☎62-1112

障害者相談支援センターバザールわたらい産直市

子育て支援センターではメールでの相談も受け付けています
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

4月の町税

今夜の夕食シリーズシリーズ今夜の夕食

遊・友・YOU くらぶ

わたっこ広場開放

5月27日（水）ひよこグループ
5月28日（木）うさぎグループ

　時間　午前10時30分～正午ごろ
場所　�町子育て支援センター
※初回のみ要申込み

月曜日～金曜日
　時間　�午前9時30分～

　　　�午後3時30分
場所　�町子育て支援センター
対象　�保育所に行っていない

お子さん
※�多目的ホールが事業で使用で

きないときは、創作活動室をご
利用ください。

３歳6カ月児健診

乳児健診 育児相談
（保健相談および栄養相談）

５月20日（水）
　受付　�午後0時30分～0時45分

場所　�町保健センター
対象　��平成23年9月・10月生まれ

のお子さん

５月20日（水）
　受付　�午後1時～1時20分
場所　�町保健センター
対象　�２カ月児健診
　  　�平成27年３月生まれの

お子さん
　　  ７カ月児健診
　  　�平成26年10月生まれの

お子さん

５月１日（金）
　受付　�午前10時～11時
場所　�町地域交流センター
対象　��0歳から6歳までのお子

さん

『ブレスわたらい』巡回相談

【開催日時】　
　4月10日（金）・24日（金）
　午前10時～午後4時

【開催場所】
　役場1階第1会議室

【申込・問合先】
　役場福祉保健課	 ☎62-2413
　�度会郡障害者相談支援センター
『ブレスわたらい』	 ☎62-3777

地 元 産 の 新 鮮 な 野 菜 や
お茶、手作りお菓子、漬け
物などを販売しています。
多数のご来店をお待ちして
います。

【開催日時】　
　毎週日曜日 午前9時～11 時

【開催場所】
　宮リバー度会パーク
　バザールわたらい

【問合先】
　役場産業振興課  ☎ 62-2416

お気軽にお越しください！

※�口座振替日は、４月27日（月）
です。預貯金残高の確認をお願
いします。

固定資産税	 第１期

２月中に届出のあった方（敬称略）
	  子の名前	 保護者名	 字　名

石井 遥
は る
琉	 正俊	 棚　橋

濱地 咲
さく と
杜	 太郎	 大野木

田端 月
るな
	 満	 大野木

大西 頼
よりたか
嵩	 泰正	 棚　橋

橋本 澪
みお
	 信吾	 中之郷

刀根 湊
みな と
音	 明寿	 棚　橋

長谷川 瑠
る あ
愛	 雅紀	 大野木

おめでた
２月中に届出のあった方（敬称略）
	 名　前	 年 齢	 字　名
山口 としゑ　　 93　　麻加江
山川 ふみ　　　 89　　立　岡
中西 善行　　　 66　　平　生
坂谷 あき　　　 88　　牧　戸
村井 玉江　　　 96　　牧　戸
山本 良子　　　 61　　棚　橋
内田 としゑ　　 87　　葛　原
中井 正和　　　 53　　火打石
髙橋 ツヤ　　　 76　　南中村
松本 キミ 　　 89　　葛　原
増田 忠男　　　 84　　

おくやみ

　桜の咲く季節になりました。
　今回は、おもてなしにぴったり
の料理を紹介します。
　脂肪の少ないヒレ肉と野菜を
使ったヘルシー料理です。

作り方
①�豚肉は、適当に切り分け、塩・こしょうをする。
　りんごは、皮付きのまますりおろす。
②�フライパンにオリーブ油を熱して、豚肉を並べ入れる。
　弱めの中火で焼き色がつくまで２～３分焼き、返して火を
　弱め、さらに４～５分焼いて火を通して取り出す。
③�②のフライパンにしょうが、ワインを入れて煮立て、
　こしょうとりんごを加えてひと煮する。
④�ニンジンはグラッセの形に切り、Ａでやわらかくなる
　まで煮る。
⑤�器にキャベツのせん切り、ニンジンのグラッセ、ミニ
　トマトを添え、豚肉を盛り、③のソースをかける。

度会町食生活改善推進協議会

ポークソテーりんごソース添えおもてなし料理

材料（4人分）
豚ヒレ肉･･････････････320ｇ
りんご････････････････１個
塩････････････････････小さじ３分の２
こしょう･･････････････少々
オリーブ油････････････大さじ１
しょうがのすりおろし･･小さじ２
白ワイン･･････････････120㏄

ニンジン･･････････････１本
固形スープ････････････１個
水････････････････････300㏄
砂糖･･････････････････小さじ２
オリーブ油････････････小さじ１
キャベツ･･････････････200ｇ
ミニトマト････････････８個

お気軽にご相談ください。

A

特別養護老人
ホームかりん
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　自宅横に工房を構え、『籐
とうぐるま

車』を作る工芸職人の
道を歩み始めた東谷敏男さんを紹介します。
　赤ちゃん・子育て用品を専門に扱う会社に勤めていた東谷
さんは、籐車を作る職人の減少と高齢化が進み、技術の継承
が危ぶまれていることを知り、職人の道を志すことを決意。日
本の伝統工芸を絶やさぬよう、籐を編み続けています。

PROFILE

第154人目a Person of Shining Watarai

東
ひがしたに

谷 敏
と し お

男さん （平生） 53歳東谷工房

入選に輝いた椿『玉
た ま の う ら

之浦』

　乳幼児を乗せて運ぶ手押し車。籠の部分に使わ
れている『籐

とう

』はヤシ科の植物で、主にインドネシア
やフィリピンなどの熱帯域に分布します。
　籐は曲げに強くて丈夫であるため、水に１～２日
ほど浸けて柔らかくしてから、専用の道具を使って
編んでいきます。全て手作業のため、１台
完成させるのに５日ほどかかります。現

在、職人の数は東海地方
でも数人しかいません。

籐
とうぐるま

車とは？

　畑仕事で使う農具の運搬や日々のごみ出しなどに
大変便利です。歩行補助車として、毎日の散歩にも役
立ちます！度会町での生活にぴったりですよ。

ぜひ、一度使ってみて！

　２月１０日から１３日の４日間、東京都美術館で
開かれた『第８９回国風盆栽展（日本盆栽協会
主催）』で、木村昭さん（駒ヶ野）が35年間大切に
育ててきた椿の盆栽が見事入選に輝きました。
　盆栽を始めて４５年。木村さんは、こつこつと積み重ねてきた確かな

“技”と盆栽にかける熱き“情熱”で夢をかなえました。
　教員を退職後は盆栽の手入れをする時間が増え、「木が生き生きして
きた」と喜び、「これからも同展での入選にこだわりたい」と力強く話して
くれました。

国風盆栽展で入選
木村昭さん

　人生の半分以上を盆
栽とともに歩んでこられ
た木村昭さん。「盆栽は

生き物が相手。どんな名木であっ
ても、一週間、水を与えないと枯れ
てしまいます。日々の“水やり”が
最も大切です」と語る木村さんの
生き生きとした表情がとても印象
的でした。
　ご自宅の庭には、鉢植えされ
たさまざまな種類の木がズラリ。
どれも鮮やかな緑色の葉をしてお
り、これまで木と真摯に向き合っ
てきた姿勢がひしひしと伝わって
きました。
　今回の取材を通して、「自分らし
くいられる場所、そして夢中にな
れるものに出会うということは幸
せなことで、人生を豊かにしてくれ
る」とあらためて実感しました。

編集担当　
大西 泰正

編 集 
後 記

広報わたらいはホームページでもご覧いただけます。 
ht tp : //w w w.town .wata ra i . l g .jpホームページ

表紙
紹介

２月２６日 町長に喜びを報告
見かけたら、
声をかけて
ください。

　ずばり、阪神タイガース！
　小学生のころからずっと応援しています。
球場での試合観戦が一番の気分転換です！

元気の源は…


